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1. はじめに 
 
 前回のここでの議論は、宮城県南三陸町戸倉字水戸辺の高台に遺された行山
流鹿子躍の供養塔1を手掛かりに、その建立年代と同時代に起きた災害、さらに
時代をさかのぼって仙台藩による新田開発事業（慶長津波後の復興事業）まで
を俯瞰した。 
 南三陸町の旧戸倉村や旧入谷村に遺されている伝承や由緒書には、行山流鹿
子躍の始祖は戸倉村水戸辺の伊藤伴内持遠であり、彼は伊達家の藩士2であった
とも登米伊達家のお抱えであったとも記録がある。しかし、この芸能伝承者に
ついて、管見のかぎりでは伊達家に関わる文書資料に名前を見つけることはで
きなかった。身分や正体についての実証は難しい。伊藤についての記録が複数
存在するのは、現存している鹿踊り継承地での由緒書が諸説混在しているため
である。伊藤が実在の人物であったことは確かと思うが、彼がどのような人物
であったのかの消息はつかめないままである。また、廃絶時期は定かでないが、
旧入谷村に遺されていた文書には「入谷踊」3の記述があり、これが鹿踊りであ
ったことが記録されている。入谷村については、四郎兵衛（おそらく荒屋敷の
四郎兵衛）が伊藤の後継伝承者として記録されており、岩手県南地域の行山流
鹿子躍の継承地域でも由緒書に名前が散見される。 
 水戸辺の供養塔建立時期、当時の南三陸町周辺は、ゴールドラッシュの終息
と冷害等による度重なる凶作から脱却するため、養蚕への産業転換時期であっ
た。水戸辺に供養塔が建てられた２年前には壊滅的な大凶作により戸倉一円の
小集落が全滅するほどの犠牲者をだした。4                                   
                                                   
1水戸辺集落の高台には、1724(享保 9)年に建てられた行山流鹿躍りの供養塔があ
り、水戸辺の漁師が一時廃絶した鹿躍りを1990年に復活し、継承している。供養塔
には「奉一切有為法躍供養也」と刻まれている。  
2及川宏之「行山流鹿踊-宮城県北・岩手県南に分布する鹿踊群の系譜、装束と芸能
整理-」所収『東北歴史博物館研究紀要』、東北歴史博物館、2012年 3月、p54。 
3 南三陸町入谷地区に遺されている『入谷古今集』に記録がみられる。この文書は、
近年まで書き継がれており、最後の執筆者は山谷地区の故山内清春翁であった。 
4 山内明美「《三陸世界》と鹿踊りのはじまり-災害とむきあう暮らし-」所収『大正
大学人間環境論集』大正大学人間学部人間環境学科、2016年 3月。 
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このことから、水戸辺行山流鹿子躍は大凶作による犠牲者への鎮魂を主目的
として奉納されたのであり、供養塔に刻まれた「奉一切有為法躍供養也」とい
う文言は、天変地異によって犠牲が出たとき、この世界の一切を躍って供養し
ようとする当時の人々の思考が伺える。この《世界》を慰めようとする意思が
読みとれる。このことは、現代社会に生きる我々とは、ずいぶん異なる世界観
であろう。 
 一方、こうした地域の口承伝承や鹿踊りの由緒書とは異なる視点から、本論
考では、鹿踊りについて言及されてきた幾つかの「中央」での文献を参照しつ
つ「鹿踊りのはじまり」がどのように語られてきたのかを見ていきたい。いず
れ批判的検討を加えるとしても、一旦は鹿踊りの研究史の一部としてまとめて
おきたい。 
 とりわけ、本論では、民俗学の折口信夫、民族・歴史学の喜田貞吉、中世芸
能史の林家辰三郎の三人が鹿の芸能あるいは鹿踊りについて言及している文献
を中心に取り上げる。 
  少しだけ結論めいたことをいえば、折口や林家の議論は、鹿踊りの起源は古
代から中世にさかのぼるかなり古い起源を持つ芸能ではないかという指摘であ
る。林屋辰三郎は、鹿踊りの担い手は、古代東北の柵へ移民となった「ホカイ
ビト」ではないかと論じた。ホカイビトとは芸道化した遊行者のことである。
これは、岩手県南や宮城県北の鹿踊りにまつわる由緒書の多くが、江戸中期を
起源としていることとは異なる見方なのだが、鹿踊りの由来が古代／中世まで
さかのぼる芸能であるという点は検討したい。また、喜田貞吉は被差別部落の
先駆的研究者として知られているが、鹿踊りについては、アイヌ民族における
熊祭を事例に、北方文化における捕獲動物の供養との接点から考察している。
このことは、鹿踊りの地図上の起点がどこにあるのかを考える時に重要であろ
う。とりわけ「供養」という観点からは、アイヌ民族における犠牲の捉え方、
天変地異への対処の仕方には、水戸辺の供養塔と通底する部分があるかもしれ
ない。 
 なお、シシオドリの漢字表記であるが、本論ではいわゆる一般的に語られる
「鹿踊り」と各地域で実際に使われている「鹿躍り」あるいは「鹿子躍り」の
表記を区別した。  
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2. 『万葉集』における乞食者詠から折口信夫まで 
 
 まずは、折口と林家の議論から、『万葉集』巻十六に収録されている大変有名
な「乞食者詠（ほかいびとのうた）」二編を取り上げたい。ここでの乞食者とは、
我々の想起するいわゆる「こじき」とはすこし異なり、寿詞で門付けして歩く
旅芸人のことである。一編目は鹿、二編目は蟹が詠まれている。本論では、「鹿」
に注目する。 
 
乞食者詠 
愛子 汝夫の君 居り居りて 某所に行くと 韓国の 虎というふ神を 
生取りに 八頭取り持ち来 その皮を 畳に刺し 八重畳 平群の山に 
薬猟 仕ふる時に あしひきの この片山に 二つ立つ 櫟が本に 
梓弓 八つ手挟み ひめ鏑 八つ手挟み 
獣待つと 吾が居る時に さ牡鹿の 来立ち嘆かく 
たちまちに 吾は死ぬべし おほきみに 吾は仕へむ 
吾が角は 御笠の栄やし 吾が耳は 御墨の坩 
吾が目らは 真澄の鏡 吾が爪は 御弓の弓弭 
吾が毛らは 御筆の栄やし 吾が皮は 御箱の皮に 
吾が肉は 御膾栄やし 吾が肝も 御膾栄やし 
吾が屎は 御塩の栄やし 老いはてぬ 我が身一つに 
七重花咲く 八重花咲くと 申し賞やさね 申し賞やさね (3885) 
 
右の歌一首は、鹿の為に痛を述べてよめり 
 
押し照るや 難波の小江に 廬作り 隠りて居る 
葦蟹を おほきみ召すと 何せむに  吾を召すらめや 
明らけく 吾は知ることを 歌人と 我を召すらめや 
笛吹きと  我を召すらめや 琴弾きと 我を召すらめや 
かもかくも 命受けむと 今日今日と 飛鳥に至り 
置かねども 置勿(おきな)に至り つかねども 都久野に至り 
東の 中の御門ゆ 参り来て 命受くれば 
馬にこそ 絆掛くもの 牛にこそ 鼻縄はくれ 
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あしひきの この片山の 百楡を 五百枝剥き垂り 
天照るや 日の日に干し さひづるや 柄臼に舂き 
庭に立つ 磑子(すりうす)に舂き 押し照るや 難波の小江の 
初垂を 辛く垂り来て 陶人(すゑひと)の 作れる瓶を 
今日行きて 明日取り持ち来 我が目らに 塩塗り給ひ 
もちはやすも もちはやすも (3886) 
右の歌一首は、蟹の為に痛を述べてよめり。 
 
 この歌を詠んだ乞食者とは、折口信夫によれば「土地についた生業を営まず、
旅に口もらうという点から、人に養われる者という侮蔑を含んでいる。決して、
近世の無産の浮浪人をさすのではない。しかも、巡遊伶人であることは、確か
である。」5という。さらに「この歌は、その内容から見ても、身ぶりが伴うて
いてこそ、意義があるように思われる部分が多い。「鹿の歌」は、鹿がお辞儀す
るような頸の上げ下げ、跳ね回る軽々しい動作を演じるように出来ている。」6 
 『万葉集』の「乞食者詠」の解釈については、現在でも論者によって主張が
異なるのだが、概ねの理解が得られるように概説すれば、狩人の前に現れた一
頭のさ牡鹿（小牡鹿）が、みずからの身体を「おほきみ」に差し出し、どうぞ
殺してくれと懇願する。角はおほきみの笠の飾りに、耳はおほきみの墨つぼに、
目は鏡に、爪は弓の先に、毛は筆に、皮は箱に、肉はなますに、反吐はなます
の賑やかしに…という内容である。 
 「乞食者詠」に身ぶりが伴うようになっていることについて、折口は、古く
から農耕神事であった虫送りや鳥追いに通じる呪言と同じように、鹿や蟹害の
退散の呪言、あるいは疫病流行などを葬るのに「穢、罪、禍の害物を悉皆携え
て、元の国に帰るように」差し向けるという考えが素地にあるのではないかと
いう、7これがやがて芸道化する時におほきみへの祝言へと転換し芸能として成
立していくという見方であった。 
 こうした折口の議論に、後年さらなる推論を加えたのが林屋辰三郎である。 
 
                                                   
5 折口信夫『古代史研究Ⅲ-国文学の発生』中央公論社、2003、p102.：初出「巡遊
伶人の生活-日本文学の発生その三」『日光』第５号、1924年６月. 
6 前傾５ p103 
7 前傾書５ p１１９ 
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3.林家辰三郎における「鹿踊りのはじまり」 
 
歴史家の林家辰三郎は『中世芸能史の研究』の中で、古代東北の蝦夷征討の
ために建設された柵戸に移民として連れて行かれた多くのホカイビトの中の誰
かが、鹿躍りをはじめ、やがて宮城県北や岩手県一円に広まったのではないか
と推論した。 
曰く、「東北における郷土芸能として鹿踊りなどののこっていることを考え
ると、あるいは『万葉』の乞食者たちが、遠く陸奥国におくられた無言の遺産
であろうかという、たくましい推測も起こってくる。」8 
前出のホカイビトの発生についてさらに説明を加えれば、古代律令国家によ
る徴税が布かれたとき、諸国から租税である調を運んできた人夫たちの多くは、
郷里へ還ることがかなわず都の片隅で飢え、死んでいったという。秋の収穫を
終え、租税を都まで届けた後手元には何も残らず、飢えと寒さの苦しみの中、
生きて故郷へ帰るために、春を迎える言祝の門付けをして糊口をしのいだ人々
がやがてホカイビトとなった。こうした都をはじめとする津々浦々の市で流浪
していたホカイビトを東北への移民として移住政策を行っていた事実について
は『続日本紀』に諸処記録されている9 
また、こうしたホカイビトたちが主題とした蟹や鹿は、漁労や狩猟の対象で
あり、山部や海部への収穫への予祝としたものが変形したものであり、おそら
くは鹿・蟹の扮装や振りを伴ったものでなかったろうか。10という点は先の折
口の議論と同様である。さらに林屋は、鹿踊りが狩猟を背景とした身ぶりであ
り、「原始的呪能の芸能化であるばかりでなく、東北におけるホカイビトともい
えるわけである。」11と、宮城県北、岩手県南に集中的にのこされている鹿踊り
はじまりを、東北の芸能のはじまりとともに結論づけている。 
 
 
                                                   
8 林屋辰三郎『中世芸能史の研究』岩波書店、1960、p88. 
9『続日本紀』にはホカイビトの記述が散見される。例えば天平宝字６年１２月１９
日には次のような記録がある。「乞索児（ほがいびと）（乞食。寿（ほがい）の言葉
をとなえて門に立ち、物を乞う）百人を陸奥国に配属し、すぐに土地を与えて定着
させた。所収『続日本紀（中）』宇治谷孟訳、講談社学術文庫、1992、p288.  
10 前傾書 8、p89 
11 前傾書 8、p90 
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4. 喜田貞吉における「鹿踊りのはじまり」 
 
 林屋らの、いわば中央からの芸能移植説に対して、北方アイヌなどの狩猟民
による動物供養との関連性について言及したのが喜田貞吉である。 
 喜田によれば、アイヌにおける熊祭や、三陸沿岸部にも見られるような魚供
養、マタギの鹿供養など「食用として捕獲した鹿に対する供養の示表」12、「自
然供養」の対象として鹿が選ばれたと論じる。13「シシ」は宍、すなわち肉を
意味するとした。 
 また、鹿踊りの衣装のひとつであるササラは、田楽法師などが用いているこ
とから土地の自然供養が素地となって、当時流行した田楽踊りなどを参照しつ
つ現在のような鹿踊りになった、という。また、鹿踊りの継承地にはしばしば
「伝書」が残されているのだが、その因縁について念仏踊りに言及しているも
のが多いことから、伝承者は俗法師の一種で、田楽の亜流であろうとも書いて
いる。 
  
 
 むずび 
 
 鹿踊りの謡の意味や身ぶり、道具に付随する謂れなどを次回は検討するのだ
が、そこにどのような文化的接合があるのかを考える前に、一旦は、かつて鹿
踊りや鹿にまつわる芸能についてどのような議論があったのかを、本論では民
俗、芸能史から辿ってみることにした。 
 どの論客にも共通しているのは、鹿踊りが、狩猟との関わりの中で生み出さ
れ、古い由来を持ちながら、ひとびとの移動や土地の風土と重なりながら鹿踊
りができあがったという考え方である。もとより、この踊りの起源や各論客の
推論を実証するのは、残された文書がない以上ほぼ不可能であるが、水戸辺の
行山流鹿子躍や鹿踊りの供養塔に内在する思想が、人知を超える天変地異や犠
牲とどのように向き合ってきたかを検討する材料として、各論を拾い集めるこ
ととした。 
                                                   
 
13喜田貞吉「奥羽地方のシシ踊りと鹿供養」、初出『歴史地理』第５８巻４号、1931
年 10月. 
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